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防
ぼうさい

災 守
まもる

くん

凛　と　し　て 　!! 西和賀町消防出初式挙行 !!

無火災の町　笑顔のまち　かたくりの郷里

　

一
月
十
日
、
西
和
賀
町
消
防
出
初
式
が
、
水
墨

画
の
よ
う
な
雪
風
景
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
た

だ
ひ
た
す
ら
、「
地
域
の
た
め
、
住
民
の
た
め
」

と
い
う
西
和
賀
町
消
防
団
の
崇
高
な
奉
仕
の
精
神

を
披
露
し
た
の
で
す
。

　

西
和
賀
町
は
、
南
北
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

東
西
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は
約
五
九
〇

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
北
上
市
よ
り
も
広
い
。
そ

の
七
割
が
林
野
で
あ
る
が
ゆ
え
、
入
山
者
の
行
方

不
明
も
年
に
数
件
発
生
し
ま
す
。
火
災
や
救
急
出

動
は
西
和
賀
消
防
署
か
ら
現
場
到
着
ま
で
三
〇
分

以
上
を
要
す
る
地
域
も
あ
り
、
地
域
防
災
の
中
核

と
し
て
消
防
団
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

す
。

　

火
災
や
地
震
等
の
自
然
災
害
に
、
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
す
が
、「
火

災
ゼ
ロ
」
は
、
西
和
賀
町
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
も
自
助
努
力
を
お
願
い
し
な
が

ら
、
消
防
団
と
常
備
消
防
と
が
強
い
信
頼
の
下
、

今
ま
で
以
上
に
一
致
団
結
し
て
活
動
す
る
こ
と
こ

そ
が
悲
願
達
成
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
皆

様
に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

「
火
災
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て

西
和
賀
消
防
署

　
　

署
長

　
　
　

髙
橋　

修

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　

３
月
１
日
（
月
）
〜
３
月
７
日
（
日
）

消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
21
年
度
防
火
標
語
）
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平
成
二
十
一
年
十
月
三
日
（
土
）、

県
立
中
部
病
院
敷
地
内
で
東
北
各
県
及

び
新
潟
県
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
（
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
）
と
、
関
係
機
関
・
団
体
、

総
勢
約
二
〇
〇
人
が
参
加
し
、
合
同
連

携
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
三
陸
沖
地
震
に
よ
る
大
規

模
な
広
域
災
害
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

倒
壊
家
屋
に
取
り
残
さ
れ
た
被
災
者

を
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
と
救
助
隊
・
関
係
機

関
な
ど
が
協
力
し
、
円
滑
な
救
助
活
動

か
ら
医
療
行
為
、
患
者
搬
送
ま
で
を
実

践
し
災
害
時
に
お
け
る
現
場
で
の
連
携

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
で
の
訓
練
開
催
は
初
め
て
で

あ
り
大
変
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。 東

北
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
隊
と
合
同
訓
練
実
施

　

平
成
二
十
年
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
か
ら
も
う
す
ぐ
二
年
に
な
り
ま
す
。

近
い
将
来
に
起
き
る
と
言
わ
れ
る
大
地

震
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　

三
日
分
の
水
と
食
料
、
医
療
品
、
非

常
用
持
ち
出
し
品
の
準
備
、
家
具
の
転

倒
防
止
等
は
出
来
て
い
ま
す
か
。

　

屋
外
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
灯
油
タ
ン
ク
の

転
倒
防
止
、
防
油
堤
の
設
置
も
重
要
で

す
。

　

ボ
ン
ベ
や
タ
ン
ク
が
地
震
に
よ
り
転

倒
す
る
こ
と
で
被
害
の
拡
大
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　

今
一
度
確
認
し
、
我
が
家
の
防
災
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

LPGボンベの転倒ホームタンクの転倒

地
震
に
備
え
て

　

防
災
対
策
を

　
　

し
て
い
ま
す
か

地
震
に
備
え
て

　

防
災
対
策
を

　
　

し
て
い
ま
す
か

　

平
成
二
十
一
年
中
の
北
上
地
区
管
内

の
救
急
出
場
件
数
は
、
二
七
七
〇
件
で

一
日
平
均
約
８
件
、
住
民
の
36
人
に
一

人
が
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
、
救
急
車

が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時
間

は
約
７
分
で
し
た
。

　

毎
年
約
一
〇
〇
人
の
方
が
心
肺
停
止

状
態（
呼
吸
も
心
臓
も
止
ま
っ
た
状
態
）

で
病
院
へ
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
人
が
倒
れ
た
時
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
あ
な
た
は
心
肺
蘇

生
法
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　

心
肺
蘇
生
法
の
目
的
は
、
血
液
を
循

環
さ
せ
て
脳
に
酸
素
を
送
る
こ
と
で

す
。
心
臓
が
止
ま
っ
た
状
態
で
は
脳
は

約
３
分
間
し
か
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

後
遺
症
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
心
肺

蘇
生
法
が
必
要
で
す
。

応
急
手
当
を
覚
え
よ
う

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
…

意識の確認

胸骨圧迫 人工呼吸
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
誰
で
も
簡
単
に
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
、安
全
な
医
療
機
器
で
す
。

適
切
に
使
用
す
れ
ば
、
心
臓
が
ケ
イ
レ

ン
し
て
血
液
を
送
り
出
せ
な
い
危
険
な

状
態
を
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
回
復
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

設
置
台
数
（
北
上
地
区
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
も
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
肺
蘇
生
法
を
行
い
な

が
ら
使
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

北
上
地
区
消
防
組
合
で
は
、
心
肺
蘇

生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
中
心
に

し
た
救
命
講
習（
受
講
は
無
料
）を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
の
手
で
大

切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
救
命
講
習

を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

警
防
課
救
急
係　

☎
６
５   -

５
１
７
６

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
… ＡＥＤ（電気ショック）



－３－

　自治会内の住宅用火災警報器

は普及していますか？

　地区交流会や年度末の総会等

を利用し、共同購入を検討され

てはいかがでしょうか？

第○○区　防災会議

・住宅用火災警報器普及について
共同購入例

下記のチラシを利用し購入店や金額を決定

　北上地区管内のガス保安協会、電機商業組合、電気工事業組合で取扱いしています。チラシの裏
面に取引店名が記載されていますので最寄りの店舗へご相談ください。購入から設置まで対応して
いただけます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問い合わせ　予防課指導係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎　６５－５１７３

　平成 21 年中の組合管内（北上市、西和賀町）で発生した火災は 37 件で、前年（53
件）に比べ 16 件減少しましたが、火災による死者は、６人と前年（３人）より３
人の増加となっています。

　観光地でのゴンドラの事故は毎年のように全国で起き、平成 19
年度におけるゴンドラ事故は 30 件発生しています。このような事
故が発生した場合に対応できるように、全国的にゴンドラからの
救出訓練が実施されています。
　平成21年12月11日に夏油高原スキー場の従業員が主体となり、
北上消防署員も参加し合同訓練を実施しました。訓練の内容は、
停電や機械トラブルによりゴンドラが停止し、中に取り残された
人が居るとの想定のもと、専用の救助器具を使用して救助するも
のです。手順の再確認や連携の仕方など有意義な訓練でした。

　夏油高原スキー場は山間部にあるため、冬期間になると道路状
況も悪く、スキー場から収容先病院まで長時間を要します。重症
な患者さんや緊急を要する患者さんの場合、１秒でも早く病院に
搬送するために防災ヘリコプターに応援を要請することもありま
す。
　これからも私たち職員は、安全で迅速な活動を目指したいと考
えております。スキーやスノーボードをするみなさんも事故のな
いように楽しく滑っていただければ…。

夏油高原スキー場ゴンドラ事故対応訓練

Ｑ　なぜ住宅用火災警報器が必要なの？

Ａ　火災による死者は、就寝時間帯の夜 10 時
　から翌朝５時に多く、死者の六割が逃げ遅れ
　となっています。
　　住宅用火災警報器は、被害を軽減させる、
　火災の発生をいち早く知る、知らせるため必
　要なのです。



新消防職員の紹介
　平成 21年４月１日に採用された６名の消防士は、岩手
県消防学校で６ヶ月間の教育訓練を修了し、消防士１年生
として現場で活動しています。

　

消
防
署
で
働
き

始
め
て
３
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
出
来
な
い

事
だ
ら
け
で
毎
日

が
勉
強
で
す
。
し

か
し
、
現
場
で
は
新
人
も
先
輩
も
同
じ
事

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
人
と
い

う
甘
え
を
捨
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
力
を
尽
く
せ
る
消
防
士
に
な
り
た
い
で

す
。

小
原　

明
浩
（
23
）

　
　
　
　
（
北
上
市
鬼
柳
町
）

　

現
場
に
出
動
す

る
た
び
、
も
っ
と
頑

張
ら
な
け
れ
ば
、
と

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
貴
重
な
勤
務
時

間
を
大
事
に
使
い
、

少
し
で
も
理
想
と
す
る
消
防
像
に
近
づ
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

小
田
島　

健
介
（
22
）

　
　
　
　
（
北
上
市
二
子
町
）

　

昨
年
10
月
か
ら

現
場
に
戻
っ
て
き

て
、
１
日
で
も
早

く
一
人
前
の
消
防

士
に
な
れ
る
よ
う

日
々
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
す
。
現
場
で
は
非
日
常
的
な
事
が

数
多
く
あ
り
、
困
惑
す
る
事
も
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
常
に

向
上
心
を
持
ち
続
け
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

髙
橋　

佑
太
（
20
）

　
　
　
　
（
北
上
市
上
野
町
）

　

先
輩
方
の
指
導

に
よ
り
、
と
て
も

充
実
し
た
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
々
と
の
交

流
も
大
切
に
し
、
住

民
を
守
る
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
勤

務
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
主　

俊
和
（
19
）

　
　
　
　
（
北
上
市
上
野
町
）

　

消
防
士
を
目
指

し
た
の
は
、
人
の
た

め
に
な
る
や
り
が

い
の
あ
る
職
に
就

き
た
い
と
思
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
職

場
で
の
訓
練
で
沢
山
の
技
術
を
身
に
付
け

て
、
一
人
前
の
消
防
士
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
、
マ
ナ
ー
の

し
っ
か
り
と
し
た
人
間
に
成
長
し
た
い
で

す
。

藤
原　

裕
司
（
18
）

　
　
　
　
（
西
和
賀
町
左
草
）

　

高
校
卒
業
と
と

も
に
社
会
に
入
り
、

大
変
な
事
や
辛
い

事
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
事
に
負
け
ず
、
今

自
分
の
出
来
る
事

を
し
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
え
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

髙
橋　

直
樹
（
19
）

　
　
　
　
（
西
和
賀
町
左
草
）

１
１
９
番
通
報

「
家
族
が
餅
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
た
！
」
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　

去
年
の
暮
れ
、「
お
年
寄
り
が
餅
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
た
」
と
の
通
報
が
一

日
に
三
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
珍
し
く
な
い
話
で
す
が
、
実
際
、

目
の
前
で
家
族
が
餅
を
詰
ま
ら
せ
苦
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
大
慌
て
し
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。
今
回
は
、
三
件
と
も
通
報
内
容
か
ら
指
令
室
職
員
が
窒

息
状
態
と
判
断
し
、通
報
者
に
対
し
、餅
を
吐
き
出
さ
せ
る
た
め
の
指
導
（
背

中
を
強
く
叩
く
事
、
お
腹
を
押
す
事
、
掃
除
機
を
使
い
餅
を
吸
い
取
る
事
）

を
行
い
、
救
急
車
が
着
く
前
に
、
家
族
の
処
置
に
よ
り
餅
を
吐
か
せ
る
事
に

成
功
し
、
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
く
ら
餅
を
詰
ま
ら
せ
苦
し
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
苦
し
ん
で
い
る
人
の

背
中
を
強
く
叩
い
た
り
、
掃
除
機
を
口
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
行
為
は
非
常

に
勇
気
が
い
る
行
動
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
が
指
令
室
員
の
指
導

を
冷
静
に
聞
き
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
実
行
し
た
事
が
救
命
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

救
急
車
の
到
着
を
た
だ
待
つ
の
で
は
な
く
、
周
り
に
い
る
人
が
何
ら
か
の

処
置
を
行
う
事
に
よ
り
「
救
急
隊
員
で
な
く
て
も
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い
実
例
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

＊
お
知
ら
せ　
（
火
災
防
御
訓
練
の
実
施
）

　

３
月
７
日
（
日
）
午
前
７
時
か
ら
北
上
市
黒
岩
地
区
で
火
災
防
御
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
恐
ろ
し

い
火
災
か
ら
家
族
の
生
命
を
守
り
、
ま
た
大
切
な
財
産
を
失
わ
な
い
た
め

に
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

　

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

　

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

　

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

　
　

使
用
す
る
。

　

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

　
　

制
を
つ
く
る
。

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
五
日　

発
行
・
北
上
地
区
消
防
組
合

編
集
・
消
防
本
部
広
報
編
集
委
員
会

〒
〇
二
四-

〇
〇
八
三　

岩
手
県
北
上
市
柳
原
町
二
丁
目
三
番
六
号

電　
　
　
　

話　

〇
一
九
七-

六
四-

一
一
二
二 

災
害
情
報
案
内　

〇
一
九
七-

六
五-

五
一
一
九

－４－

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策―


